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【図書だより（号外）】 

架空の本紹介！？ 

こんにちは、図書委員会です。9 月に行われた後楽祭にて私たちは「本のコンセプト選

手権！！」を開催し、たくさんの方々にご参加いただきました。 

「本のコンセプト選手権！！」というのは、あらかじめたくさん用意された 

≪いつ≫ ≪どこで≫ ≪だれが≫ ≪なにを≫ ≪どうする≫ の 

５種類のカードをランダムに引いて組み合わせて文を作り、面白い本のコンセプトをつく

ろう！！という言葉遊びのような企画です。当日は想像以上の盛り上がりをみせ、多くの

方々に楽しんでいただけました。ご参加くださったみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

さて、このイベントを企画するにあたりまして、文章を

作っていただくと同時に、一番面白いと思うコンセプトに投票をして頂きました。 

それらを使って何をするのかというと…！ 

この集まったコンセプトをもとに、勝手に架空の本をつくっちゃおう！ということです。

今回選出させていただいたのは、イベント時に得票数が多かった TOP３のコンセプトたち

です。偶然できた文章とはいえ、「なんじゃこれ？！」といったへんてこな文章ばかりで

す。それらを使った、想像するとクスッと笑えるような、そんな架空の本ができました。

図書委員会広報部１、２年生が想像力を膨らませて、おもしろおかしく作ってみました、

ぜひぜひ！ごらんあれ！！ 
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第１位！「２秒後 山頂で 仲森先生が 木を 食べる」 （１５票） 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

まさかの一番変な文章が第一位！ 

「木を食べる」だなんて普通に考えたらあり得ま 

せんよね…(笑) 表紙の笑顔がサイコパスな雰囲 

気を醸し出しています。仲森先生、勝手に木を 

食べさせてごめんなさい！ 

 

第２位！（同率）「午前の 本屋で 天使が 警察を なぐる」（11票） 

 

 

あらすじ 

  

―あらすじ― 

ある日、登山をしていたら山頂で仲森先生をみつ

ける。そしたら突然仲森先生が木を食べ始めた。

その後ニュースとなり日本の各地の山頂で木を食

べている仲森先生が報道された。仲森先生が木を

食べる理由とは… 

食木 

 

 

 

―あらすじ― 

ある穏やかな日の午前、麗らかな日が差す本屋では天使のよ

うな女性、レイアが本を並べていた。 

彼女の笑顔は訪れる人々の心を癒し、その本屋は心地よい空

気に包まれていた。 

しかし、その平穏は突如として押し掛けてきた警察たちによ

って破られることとなる。 

彼らはそこにいる人々を強制的に連行しようとしていた。 

人々は驚愕し混乱に包まれる。ただ一人笑顔を崩さず誤解を

とこうと試みたレイアだったが、彼らは耳を貸さない。 

その瞬間、彼女の右手から繰り出されたアッパーカットによ

り警察は一瞬にして地に伏せることになる。少しの沈黙の

後、周囲はさらなる混乱に包まれたー 

はたしてここから無実を証明し、平穏を取り戻すことができ

るのか？ 

そして、この事件の裏に隠された秘密とは何なのか？ 

天使と警察の奇妙な対決が、思わぬ結末へと導かれていく。 
午前の本屋で天使が 

        警察をなぐる話 
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第２位！（同率）「1990年代の 富士山で ただの会社員が 心の友を 終わらせる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３位！「力んだ時 人生の勝負所で 彼女の お父さんを 射撃する」（10票） 

  

―あらすじ― 

富士山の麓、暗い樹海の奥深く。ひとりの男が、死体を

引きずって歩いていた―― 

 1990 年代、リストラに怯えるサラリーマン、根岸はあ

る日、同僚でもある“親友”を殺してしまう。しかし、

会社で親友の行方を不審に思う人はいなかった。まるで

“親友”はもともと存在していなかったかのように。そ

れに気づいた根岸は樹海へと走る。根岸は樹海で何を見

るのか。何が“彼ら”を終わらせたのか…… 

―あらすじ― 

父を知らずに育った大学院生、三宅由美子の前に父

の元同僚を名乗る男が現れ告げる。 

―君の父はアラスカで生きている。 

半信半疑だった由美子だが、母の部屋に隠されてい

た父の手稿を見つけアラスカに向かうことを決断す

る。しかしそれは悲劇の始まりだった。 

父は何者なのか？由美子の運命が動きだす。 

スナイパー娘 

エンド。エンド？エンド！ 
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 いかがでしたか。まず、選ばれた四名のみなさんはおめでとうございます！ 

架空の本、とはなりますが読みたくなるような本が見つかりましたか？ 

このように、本には表紙やタイトル、帯などから様々な印象を得ることができます。 

目を引くような、思わず手にとってみたくなるような本に出会うということは最高の読書

体験への第一歩です。面白い本に出会いたい！という方は、ふらっと図書室に出向き、そ

うした目線で一から本を探してみる、ということもありだと思います。 

あらためて、この企画に参加してくださったみなさん、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書ウィークのおしらせ！！ 

 

読書の秋！ということで今年も図書委員会は 

11 月 12 日（火）～11 月 22 日（金）までの

約二週間、読書ウィークを行います！ 

その期間では本一冊あたり２ポイントとなり、

かなりお得な内容となっております！ 

一回に借りられるのは３冊まで、６冊まで一

冊あたり２ポイントとなりますが、あまり今

までポイントを貯めてこなかった方々は、ぜ

ひ、この機会に図書室に訪れてみてはいかが

でしょうか。20 ポイントごとに図書カード

500円分がもらえますよ！ 

また、さらに希望者を対象とした図書室業務

体験を実施します。やりたい！という方はぜ

ひ事前に配信されたアンケートフォームに回

答をお願いします。 

 


